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抄録 
日本の大学図書館における修士論文収集の現状および課題を明らかにするため、首都
大学東京の事例をもとに問題点を整理した。さらに、全国の大学図書館のウェブサイト
で修士論文収集状況を調査した。その結果、修士論文を収集している図書館も多く、明
快な著作権処理の事例も見つかったものの、情報が得られない図書館が 3分の 2以上あ
ることが判明した。各大学で修士論文の収集に関する明確な方針と著作権処理の手続き
を策定すること、またその情報をわかりやすく発信することが求められる。 
 
１．研究の背景、目的 
首都大学東京の図書館本館では東京都立大
学時代から全学の修士論文（以下、適宜、修論
と略す）を収集し、閲覧に供してきた。しかし、
著作権処理を確実に行うため、著者から許諾書
を提出してもらうようにしたところ、半数以上
の論文が閲覧不可となり、図書館資料として収
集する意味が問われる事態となった。 
博士論文は従来から公表が義務付けられ、近
年はインターネットによる公開も制度化され
たため、どの大学も図書館による収集・保存体
制を整備していると考えられるが、修論の取扱
いは大学によりまちまちで判然としない。そこ
で本研究では、日本の大学図書館における修論
収集の現状および課題を明らかにすることを
目的とした。 
 
２．研究の方法 
 まず首都大学東京の事例について、状況と問
題点を整理した。次に、各大学図書館のウェブ
サイトで、修論への案内、図書館による修論収
集の有無、検索方法、機関リポジトリへの登録
の有無などを調査した。その結果を元に、日本
全体の状況の把握を試みた。また、優良事例を
参考に著作権処理のあり方について考察した。 
 
３．首都大学東京本館の事例 
 首都大学東京図書館本館では、現在、およそ
15,000 冊の修論を所蔵している。これらは閉
架書庫に保存されており、閲覧を希望する利用
者はカード目録で検索して職員に出納を請求
する。貸出は行っていない(1)。 
事務的には各研究科の教務に提出された論
文が学位授与後、図書館に引き渡される流れが
出来ており、2012 年度以前は、特に著者から
許諾を得ることなく閲覧に供してきた（一部、
申し入れがあったものを除く）。しかし、著作
権法上、問題がないとは言えない(2)ことは職員
の間でも意識されており、2012 年度修了分か
ら閲覧、複写等に関する許諾を取り始めた。 
ところが、その結果、2012 年度分では書面
で閲覧不許諾のものが 3割、許諾書未提出のも
のが 2割、合わせて半分以上の修論が学内者で
も閲覧不可となってしまった。2013 年度分で
は許諾書未提出が１割減った分、閲覧不可のも
のも減ったが、それでも 4割以上が閲覧不可と
なっている。両年度分の修論受入数と閲覧不可
の割合を表 1に示す。この時点では、理工学研
究科はリポジトリ登録のみを確認していたの
で、ここには含まれていない。 
表１  2012,13年度分受入数及び閲覧不可数 
  （理工学研究科を除く） 
修了年度 2012 2013 
受入冊数 270 276 
閲覧不許諾 82 (30%) 79 (29%) 
許諾書未提出 60 (22%) 34 (12%) 
閲覧不可計 142 (53%) 113 (41%) 
許諾書の様式では以下の項目を用意し、チェ
ック（☑）を入れてもらうようにしている。 
------------------------------------------------------------- 
（公開しない） 
□ 図書館における閲覧、論文の複写及び機関
リポジトリへの登録のいずれも許諾しない（こ
こにチェックを入れると以下の欄は記入不要） 
（公開する） 
① □ 機関リポジトリへの登録を許諾する
（②の許諾も含まれる） 
 ＃公開時期指定可 
② □ 図書館における論文の閲覧及び複写の
み許諾する（③の許諾も含まれる） 
 ＃閲覧者の範囲を学内のみに限定可 
 ＃複写の範囲を要旨のみに限定可 
 ＃公開時期指定可 
③ □ 図書館における閲覧のみ許諾する 
 ＃閲覧者の範囲を学内のみに限定可 
 ＃公開時期指定可 
------------------------------------------------------------- 
「公開しない」という項目が一番上に来てい
ることが不許諾の多い原因になっているので
はないかとも考えられ、これを一番下に持って
くる方向で書式改訂を検討中である。 
表 2 は同じ年度の機関リポジトリ登録数で
ある。研究科によって、また年度によってばら
つきがあるが、全体として、リポジトリ登録さ
れインターネット公開されているものは 2 割
程度である。 
表２ 機関リポジトリ登録数 
 
研究科 
2012年度分 2013年度分 
受入 登録 受入 登録 
人文科学 49 12(24%) 59 16(27%) 
社会科学 43 9(21%) 46 4(9%) 
都市環境 172 48(28%) 161 55(34%) 
理工学 198 37(19%) 191 20(10%) 
ヘルスプロ
モーション 6 0(0%) 10 0(0%) 
合計 468 106(23%) 467 95(20%) 
 
４．全国大学図書館のウェブサイト調査 
各大学図書館のウェブサイトを手作業で検
索し、修士論文への案内、図書館による修士論
文収集の有無、検索方法、機関リポジトリへの
登録の有無などを調査した。2014 年 10 月か
ら 2015年 2月まで学生アルバイトを雇って断
続的に行い、日本の大学院を有する大学という
ことで、ナレッジステーションというウェブサ
イトが提供する「日本の大学院」のページ(3)に、
2014 年 10 月 1 日現在でリストアップされて
いた 623校を対象とした。 
修論を収集しているかどうかの第一の手が
かりは、図書館が提供する案内である。しかし
ながら、フロアマップに「修士論文」と記載が
あるだけのものを含めても、何らかの案内があ
る図書館は 99と全体の 16％にとどまった。修
論に関する案内の有無について、国公私別、大
学規模別（文科省による(4)）に 100%積み上げ
グラフで図 1に示した。国公私別では国立、規
模別では A（８学部以上）の大学に案内がある
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割合がやや高いが、それほど目立った差がある
わけではない。 
修論を図書館（複数ある場合は中央館）で収
集していると判断される大学は 155、していな
いことが判明した大学は 19で、残りの 449大
学はどちらとも不明だった。表 3に修論を収集
しているかどうかと案内の有無との関係を示
した。ここで案内がないのに「収集」となって
いる 76大学は、OPACで修論が検索できる（68
大学）か、学内の他文書で図書館にあることが
判明したもの（8大学）である。「案内あり」な
のに不明の 1大学は、電子化した修論の案内は
あるが、冊子については言及がない。 
表３ 修論収集と修論への案内 
 案内あり 案内なし 計 
収集 79 76 155 (25%) 
収集せず 19 0 19 ( 3%) 
不明 1 448 449 (72%) 
計 99 524 623 
 図 2に図書館（中央館）で修論を収集してい
るかどうかについて国公私別、大学規模別に
100%積み上げグラフで示した。これはあくま
でウェブサイトで判明した数であり、70%以上
が不明の状態で確たることは言えないが、国立
大学では規模 A の大学で収集せず、C,D の小
規模大学で収集する傾向が窺える。実際、ウェ
ブサイトには言及がないので「不明」としたが、
別の調査で東大、東北大、名大、九大などは中
央館では収集していないことがわかっている。 
 修論を分館で収集していることが判明した
のは 37大学だった。図 3にその内訳を国公私
別、大学規模別に、中央館での収集の有無を合
わせて示した。 
  
 修論の検索手段としては、OPACが 93大学、
タイトル一覧リストが 25大学、カード目録が
2大学で確認できた。 
 修論のリポジトリ登録が確認できた大学は
62 大学で、これは調査時点でのリポジトリ設
置大学が 380 校だったので、16％に当たる。
図４に修論のリポジトリ登録の有無について、
国公私別、大学規模別に 100%積み上げグラフ
で示した。国立大学で登録している大学の割合
が高いことが見て取れる。 
 
 
５． 著作権処理に関して 
 著作権処理の関係では電気通信大学の事例
が明快で参考になる。電通大では毎年、博士前
期課程修了予定者に対し、修論（紙とデータ）
および承諾書の提出を呼びかけている(5)。その
際、提出された修論は原則公開とし、提出は任
意（紙とデータの両方でも、片方だけでもいい。
どちらも提出しなくてもいい）としている。 
 また、一橋大の「論文提出情報記入用紙」(6)
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では、学内者が閲覧することは前提（利用細則
で規定）に、学外者への公開を認めるかどうか
を聞いている。また、許諾内容の記入及び著者
自筆の署名がない論文は図書館で受け入れな
い旨、明記している。 
 実は首都大学東京でも、両大学にならって、
学内者にさえ閲覧を認めないものは図書館で
受け入れないという方法を提案したのだが、賛
同が得られなかった。首都大学東京では修論が
著者の意思による寄贈資料という位置付けは
明確ではなく、資料は利用するためのものとい
う図書館の原則も必ずしも受け入れられず、利
用の可否にかかわらず、従来通り全部保管すべ
しという結論になった。 
 ウェブサイトの案内では、修論の閲覧は（場
合によっては検索も）学内限定という大学がい
くつもあるが、もし学内限定であれば問題ない
だろうという推定で著者から許諾を取ってい
ないとしたら、危うい。個別に意思を確認する
必要があり、その場合、首都大学東京同様、学
内者に対しても閲覧を認めないものが多数出
る可能性は十分にある。 
 
６．まとめ 
 首都大学東京の事例から、修論に関して著作
権処理を適正に行おうとすると、学内者の閲覧
にさえ供せないものが多数出てしまう事態に
陥る可能性があることが明らかになった。 
ウェブサイトの調査では、修論を収集してい
る図書館の方が多かったものの、情報が得られ
ない図書館が 3 分の 2 以上あり、これだけで
現状を正確に把握するのは無理であることが
わかった。これ自体が修論の位置付けの曖昧さ
を表しているとも考えられる。その中でも国立
大学は比較的、情報発信とリポジトリへの登録
を行っている大学の割合が高かった。 
著作権処理については、許諾書が提出されな
い場合は図書館資料として受け入れないなど、
厳密化を目指す事例が少数ながら見つかった
が、それを首都大学東京で適用しようとしたと
ころ失敗した。 
以上から示唆されるのは、修士論文の収集に
関する明確な方針と合理的な著作権処理の手
続きを策定すること、また、その情報を学内外
にわかりやすく発信することが重要なのは当
然として、方針策定に当たっては、各大学の事
情や慣例も無視できないということである。 
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